




沖縄県は,60余の島々からなり,沖縄振興特別措置法による指定離島は57で,面積は全県の

45%を占めている。うち,有人離島は 42 で人口は全県の 15%である。 

出生数は，昭和 56 年,19,744 人で,出生率は 17.7 で全国 13.0 をはるかに上廻り,全国 1位

であるが,昭和 50 年以降,年々減少傾向にある。 

0～14 才の死亡数は,239 人で,男子 141 人,女子 98 人であり,総死亡の 4.5%にあたる。O～

14 才の死亡率は,人口万対 20である。0～14 才の死因を年代別にみると,1～4 才は,悪性新

生物が第 3位であり，5～9才は,悪性新生物が第 4位であり,10～14 才は悪性新生物が第 2

位である。 

小児慢性特定疾患の医療を受けている患児数は年々増加し,昭和57年の患児数は401人で,

そのうち,悪性新生物の患児数は 63 人で,小児慢性特定疾患児の 15.7%を占めている。 


